
被災宅地危険度判定技術について

大阪府被災宅地危険度判定士講習会
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二次災害の軽減・防止のため、大地震等

による被災状況を「迅速」に調査

「被害状況調査」及び「危険度判定」の

標準的な手法を定める ＝ マニュアル

３５頁

被災宅地の調査・危険度判定マニュアル

１.１ 目的
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被災宅地の調査・危険度判定マニュアル

１.２ 適用

３５～３６頁

調査対象施設

■擁壁

擁壁被害状況調査・危険度判定票（様式-１） 152、153頁

■宅地地盤、切土・盛土のり面及び自然斜面

宅盤／のり面・自然斜面被害状況調査・危険度判定票（様式-２）

154、155頁

■排水施設

■その他（樹木や電柱の倒壊など）
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被災宅地の調査・危険度判定マニュアル

２.５ 調査の準備

４０頁

■住宅地図（住宅・宅地の所有者がわかるもの）

■被災宅地全体の地形図

■非常時の連絡先

■資機材

※基本的に、実施本部で準備

※班長から配布され、判定活動を実施
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擁壁・のり面等被害状況調査・

危険度判定票作成の手引き

１３９頁

１．原則

■１宅地につき１枚作成

■調査宅地数、調査時間等の都合によっては、
連続している数宅地について１枚の記入可

■記入は、現地踏査時

ココからが調査票の記入方法
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被災宅地の調査・危険度判定マニュアル

２.２ 調査の内容

１５２～１５５頁

宅地所在等

被災状況の概要 様式１ 152頁

様式２ 154頁
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被災宅地の調査・危険度判定マニュアル

２.２ 調査の内容

１５３頁

変状形態と変状点
様式１ １５３頁

基礎的条件

判定結果

基礎点
現地調査により

わかる範囲で記入

湧水、排水施設等の状況や、

住宅・道路の有無の条件を得点化

擁壁の被災状況を得点化
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２．調査票（共通）の記入欄の記入方法

１３９頁

１６０頁

■１宅地毎にカウントし連番で

例 （Ａ班－１）

■連続する数宅地を１枚に記入する場合も、

１宅地毎にカウント

例 （Ａ班－３～７） ５宅地
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２．調査票（共通）の記入欄の記入方法

１３９頁

１６０頁

■住宅地図や表札などを確認し記入

■確認できる範囲で、電話番号や避難先等

を記入
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２．調査票（共通）の記入欄の記入方法

１３９頁

１６０頁

■判定士（記入者）の氏名・連絡先
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２．調査票（共通）の記入欄の記入方法

１４０頁

１６０頁

■調査結果の説明の未了

■不在、高齢者一人暮らし
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１４０頁

１６０頁

■該当するものを○で囲む（複数可）
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１４０頁

１６０頁

■住宅地図等を切抜き貼付

■被災現場を○

■被災状況を記入
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１４０頁

１６０頁

■高さ、長さなどの被災状況

■簡易計測

（不可能な場合は目測）

■擁壁上下の家屋までの

最短距離は必ず記入
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■今後予想される危険性等を記入

■樹木、電柱の倒壊など、記入事項以外

の被災も記入

■写真の有無

■有の場合、写真番号を記入

例 Ａ－２ ①～⑩

ココまでが、様式１、様式２ 共通
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１４０頁

１６０頁

１６４頁



１４３頁

１６１頁

■該当する擁壁の種類をチェック

擁 壁（様式１基礎的条件）
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17

擁 壁 の種類

①練石積

②増積み

５３頁



18

擁 壁 の種類

③コンクリート系

④二段

５３頁
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擁 壁 の種類

⑤張出し床版付

⑥空石積

５３頁



１４３頁

１６１頁

■擁壁の設置条件

（可能な範囲で記入）

■擁壁の勾配

勾配儀等で簡易計測

（不可能な場合は目測可）

擁 壁（様式１ 基礎的条件）
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４７・４８頁

５７頁

１６１頁
擁 壁（様式１ 基礎点）

■住宅等の有無
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４８頁

擁 壁（様式１ 基礎点）
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４７・４８頁

５５～５９頁

１６１頁
擁 壁（様式１ 基礎点）

■湧水

■排水施設

■擁壁高さ
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４７頁

擁 壁（様式１ 基礎点）

24

⇒55頁

⇒57頁

⇒59頁



５５頁

擁 壁（様式１ 基礎点）
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５７頁

擁 壁（様式１ 基礎点）
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１６１頁

擁 壁（様式１ 基礎点）
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３項目の合計

０＋０＋０.４



１４５頁

１６１頁

１１項目について判定

■クラック

■水平移動

■不同沈下・目地の開き

■ハラミ

■傾斜・倒壊

■擁壁の折損

■崩壊

■張出し床版付擁壁の支柱の損傷

■基礎及び基礎地盤の被害

■排水施設の変状

■擁壁背面の水道管等破裂

擁 壁（変状形態と変状点）
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１６１頁

変状の程度についての概要（様式下部）

擁 壁（変状形態と変状点）

該当項目の変状の程度をチェック

擁壁の種類に応じた変状点をチェック
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１６１頁

30

擁 壁

擁壁の種類別に、その変状の程度を、変状形態ごとにチェック



１６０頁

化粧ブロック

間知石練積
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小被害 中被害 大被害

ク

ラ

ッ
ク

ｺﾝｸﾘｰﾄ系擁壁の場合

2 m m 未満

2 m m～2 0 m m  未満 2 0 m m 以上

４８頁

１０８頁

擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明
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ｺﾝｸﾘｰﾄ系擁壁の場合

2 m m～5 m m  未満

2 m m 未満のｸﾗｯｸは

あるが、機能上の支

障なし

ｺﾝｸﾘｰﾄ系擁壁の場合

5 m m 以上



小被害 中被害 大被害

共

通

事
項

5 m m 未満の隙間

(変位)がある。

5 m m～5 0 m m  未満

の隙間(変位)がある。

5 0 m m 以上の隙間(変位)

がある。

２

水

平

移
動

擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 ４８頁

１０９頁
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小被害 中被害 大被害

共

通

事
項

5 m m 未満の目地上下

のずれ又は目地の開き

がある。

5 m m～5 0 m m  未満

の目地上下のずれ又は

目地の開きがある。

5 0 m m 以上の目地上下

のずれ又は目地の開きが

あり、滑動、転倒のおそ

れが有る。

３

不

同

沈

下

・

目

地

の

開
き

擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 ４８頁

１１０頁
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小被害 中被害 大被害

共

通

事
項

変状を生じているが、

その部分を補修するこ

とにより、その機能が

回復するもの。

被災を受けており、

補修又は部分的な改

修によりその機能が

回復するもの。

致命的な打撃を受け、そ

の機能を失っているもの。

また、復旧には全体の改

修を要するもの。

ハ

ラ
ミ

局部的なハラミ及び中抜け

(積石が1～2個抜け落ちる)

宅盤にテンションクラッ

ク無し。円弧すべりを認
めず

宅盤にテンションクラック有り
。円弧すべりのおそれ有り

擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 ６２頁

１１１頁
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小被害 中被害 大被害

共

通

事
項

変状を生じているが、

その部分を補修するこ

とにより、その機能が

回復するもの。

被災を受けており、

補修又は部分的な改

修によりその機能が

回復するもの。

致命的な打撃を受け、そ

の機能を失っているもの。

また、復旧には全体の改

修を要するもの。

５

傾
斜

・

倒
壊

擁壁が正常位置より前傾し
ている。

擁壁が前面地盤に対し

垂直以上に前傾している。
擁壁が前傾倒壊して、その機能
を失っている。

擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 ６３頁

１１２頁
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小被害 中被害 大被害

クラックを境にわずか

に角度をなしている

（コンクリートの場合

はクラックを境にわず

かに前傾している）

クラックを境に明らか

に角度をなしており、

抜け石があり、裏込め

コンクリートが見える。

一見して大とわかる

もの。

擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 ６３頁

１１３頁

37

折
損

共

通

事
項



小被害 中被害 大被害

共

通

事
項

上部１／２程度まで

すべり崩壊を起こし

ている。

基部を残してすべり

崩壊している。

基礎を含めてすべて崩壊

し、機能を失っている。

崩
壊

擁壁の変状の程度「大・中・大」の説明 ６３頁

１１４頁
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１６１頁

４８頁
擁 壁
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１６１頁

擁 壁
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１６１頁

擁 壁

41

被害の判定値

基礎点＋「変状点の最大値」の合計

を被害程度の点数とする



１６１頁

１４１頁
擁 壁

■緊急度

大→すぐに措置しなければならない
明らかに交通が困難な状況、個人の財産が崩壊しており、放置

すると構造物や人命に危険が及ぶ二次的災害が起こり得るもの

中→ある程度の日数は放置可能

やや交通が困難、個人の財産に被害が見受けられ、長期間放って

おくには危険すぎると思われるもの

小→ある程度の期間は放置可能
交通はさほど困難ではなく、個人の財産にもあまり被害は見受け

られない。構造物や人命に対して危険ではないもの

■拡大の見込
危険度、緊急度、現場の状況、今後の天候の見込み、余震の継続、

被害箇所周辺の施設など、総合的に勘案 42



被災宅地の調査・危険度判定マニュアル

２.２ 調査の内容（宅地・のり面編）

１６２頁

変状形態と配点表 宅盤

のり面・自然斜面
様式２ １６２頁

基礎的条件

判定結果

現地調査により

わかる範囲で記入

宅地地盤の被災状況を得点化

のり面等の被災状況を得点化
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１４０・１４１頁

１６４頁

■該当するものを○で囲む（複数可）
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１４０頁

１６４頁

■被災状況を記入
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■基礎的条件は、現地調査によりわかる範囲で実施

■高さや勾配は、既存資料又は現地測量による。

計測困難な場合は目測。

宅盤／のり面等（様式２基礎的条件）
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１４５・１４６頁

１６５頁



宅盤／のり面等 家屋の有無
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１６５頁

宅地地盤

６項目について判定

■クラック

■陥没

■沈下

■段差

■隆起

■湧水、噴砂

48



cm

１６４頁

宅地地盤
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宅盤の変状の程度「大・中・小」の説明と配点

７７頁

１１７頁

50

小被害 中被害 大被害

宅
地
亀
裂

1 クラック

（幅）

クラック幅3  ㎝

未満

クラック幅3～

1 5  ㎝未満また

は複数

クラック幅1 5  

㎝以上または

全面



宅盤の変状の程度「大・中・小」の説明と配点

７８頁

１１８頁

小被害 中被害 大被害

宅
地
地
盤
の
陥
没

2  陥没

（深さ）

深さ2 0  ㎝未満 深さ2 0～5 0  ㎝

未満

深さ5 0  ㎝以上
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１６５頁

宅盤／のり面等

■被害の判定値

配点表の最大値「４」

湧水有り +「１」

⇒合計「５」点
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１６５頁

宅盤／のり面等

所見は、様式１（擁壁）と同様の考え方

（スライド4 2参照） 53



１６７頁

９７頁のり面・自然斜面

８項目について判定

■クラック

■ハラミ・盤ぶくれ

■ガリー侵食

■滑落・崩壊

■のり面保護工の変状

■排水施設の変状

■のり面内の水道管等破裂

■湧水、落石・転石
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１６７頁

擁壁がない場合は

ココに記入

宅盤／のり面等
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１６６頁

のり面等

のり面底部までの崩壊
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小被害 中被害 大被害

共
通
事
項

変状を生じているが、

その部分を補修するこ

とにより、その機能が

回復するもの。

被災を受けており、補

修又は部分的な改修に

よりその機能が回復す

るもの。

致命的な打撃を受け、そ

の機能を失っているもの。

また、復旧には全体の改

修を要するもの。

4

崩
壊

のり面上部の小崩壊。 のり面中部までの崩壊 のり面底部を含む全崩壊

５
の
り
面
保
護
工

（
の
り
枠
工
）

間詰め陥没 のり枠の部分的な破損 のり枠の浮上り破壊

のり面等の変状程度「大・中・小」の説明

９５・９６頁
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１６７頁

のり面等
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１６７頁

宅盤／のり面等

59

所見は、様式１（擁壁）と同様の考え方

（スライド4 2参照）



１４３頁

３（４） 複合のり面の場合

複合のり面（擁壁とのり面の両方がある場合）

■共通する部分 ⇒様式１に記入

■擁壁の危険度判定 ⇒様式１に記入

■のり面の危険度判定 ⇒様式２に記入
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まとめ

被害状況調査・危険度判定票

●「擁壁」と「宅地地盤／のり面・自然斜面」

●調査票に基づき、変状形態ごとに、

その変状程度をチェック

（参考）

変状項目の小・中・大被害の評価

■擁壁の危険度判定（４７頁～７１頁）

■宅地地盤の危険度判定（７２頁～８４頁）

■宅地のり面等の危険度評価（８５頁～９８頁）
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まとめ

被害状況調査・危険度判定票

●被害の判定値は、

擁壁の場合⇒（基礎点＋変状点）の合計

・基礎点はチェック項目の合計

・変状点はチェック項目の最大値

のり面等の場合⇒被害点

●被害の判定値から、

危険度判定 大・中・小被害 を決定

62



９９頁

１４７頁
危険度判定結果の現地表示

■宅地の所有者・管理者及び周辺住民等へ周知
することが二次災害防止の観点から重要

■判定結果を宅地所有者等へ迅速に周知徹底

●危険度判定結果大・中・小被害別のステッカー
を該当箇所に貼付し、周知を図る
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１７３頁

判定結果の現地表示

判定調査票の危険度判定結果が「大被害」
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１７４頁

判定結果の現地表示

判定調査票の危険度判定結果が「中被害」
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１７５頁

判定結果の現地表示

判定調査票の危険度判定結果が「小被害」
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１４７頁

判定結果の現地表示

判定理由を明記
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●布製ガムテープ等で貼付

●ビニール被覆し針金ピン等で固定

１４８頁

危険度判定結果の現地表示
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９９頁

結果の整理・報告

●判定結果の整理は、記憶が鮮明なうちに実施

位置の再現性（住所、所有者氏名、図面上の位
置・範囲等）と調査票の整理番号、被災写真の
整理番号を、チェック

●報告

判定士→班長→判定調整員→実施本部長
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９９頁

結果の整理・報告

●判定結果から、

・応急措置が必要な箇所

・宅造法に基づく勧告すべき箇所

・崩壊の影響範囲（兆候）から

対策を優先すべき箇所

を特定
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これら、調査結果については、判定員以外の者、機関が使用
することになる



被災宅地危険度判定士講習会（養成）

判定制度等については、終了です。
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